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亜硝酸塩による周術期心筋傷害の保護

研究内容

【背景・目的】【背景・目的】

　麻酔薬の多くが循環抑制作用を有するため、周術期は低血圧であることが多い。周術期低血圧によって生じる心筋傷害は周術期心筋

傷害とも呼ばれ、予後の悪化と関連することが数多くの臨床研究で報告されている。一方、周術期低血圧が臓器傷害を引き起こす分子

機序、閾値となる低血圧持続時間、麻酔自体の影響など詳細についてはほとんど分かっていない。本研究では、周術期低血圧による心

筋傷害の分子機序を解明するとともにその制御法について検討する。

 

【研究概要】【研究概要】

麻酔誘発性低血圧を再現し、心筋傷害への影響や亜硝酸塩の保護作用について解明する。

<研究成果研究成果>

亜硝酸塩投与による敗血症性心機能障害の改善

亜硝酸塩による心筋ミトコンドリア機能の維持

亜硝酸塩による生存率の改善

アピールポイント

周術期心筋傷害は基礎研究によりメカニズムに迫った研究は報告されていない。また手術侵襲による炎症反応との関連を調べた

研究はない。本研究を遂行し、周術期心筋傷害の機序及び制御方法を示すことで、予後の改善に向けた麻酔管理及び循環管理の

提言が可能と考える。
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